
内線規程改訂に対応するコンセント

平成17年9月25日に、新たに改訂された内線規程が社団法人日本電気
協会から発行された。住宅用の配線器具に関しては接地極付のコンセント
の施設が強化されたほか、部屋に施設するコンセント数も増えた。また、
各部屋に200 V用のコンセントの施設も推奨されている。
以下、改訂内容と対応コンセントについて紹介する。施設数については

内線規程3605－10表を参照されたい。

1．接地極付きコンセント

（1）水を使用するもの、あるいは水気を帯びる次の9品目の機器の電源
用コンセントは、接地極付きコンセント（接地ピン付＝3Pプラグが入るコ
ンセント）の施設が、これまでの「勧告的事項」から「義務的事項」になった
（3202－3条1）。
対象機器 ①電気洗濯機用　②電気衣類乾燥機用　③電子レンジ用

④電気冷蔵庫用　⑤電気食器洗い機用　⑥電気冷暖房機用
⑦温水洗浄式便座用　⑧電気温水器用　⑨自動販売機用

接地極付きコンセントの例を図－1から図－5に示す。

（2）住宅に施設する200 Vコンセントは、接地極付きコンセントの施設
が「勧告的事項」から「義務的事項」になった（3202－3条2）。
（3）次の場所（特定場所）のコンセントは、接地極付きコンセントの施設
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図－1 接地極付きコ
ンセント

図－2 アースターミ
ナル付接地極付きコン
セント

図－3 アースターミ
ナル付接地極付きコン
セント

図－4 アースターミナ
ル付接地極付き防雨コン
セント



が「推奨的事項」から「勧告的事項」になった（3202－
3条4）。
特定場所 ①屋内の台所　②厨房　③洗面所　

④便所　⑤屋外用の防雨コンセント
（図－4参照）など。

（4）上記の特定機器、特定場所以外の住宅に施設
する全てのコンセントは、将来の家電製品の接地極
付プラグ（3Pプラグ）化に備えて、全て接地極付き
コンセントにすることが「推奨的事項」になった。
（5）単相3線式分岐配線に用いる100/200 V併用コ
ンセントを使用する場合は、接地極を有するものを
使用することが「勧告的事項」として新規追加され
た（3202－3条6）（図－6）。

2．その他関連事項

（1） 15 A分岐回路、20 A配線用遮断器分岐回路の
コンセント数が8個以下に制限するように「勧告的
事項」として新たに規定された（3605－6条2）。
これは、分岐回路のブレーカ落ちの軽減を図った

ものである。
電気機器の増加に伴い13 m2（8畳）以上の部屋に

はコンセント5個以上が推奨されている。こうした
背景から、1部屋1分岐回路以上の設計が望まれる。
（2）便利な器具として、図－6の器具のほか、照明
器具を引掛けローゼットを使用して直付けする場合
の一つとして、（社）日本配線器具工業会規格に適合
する高荷重・耐熱形引掛けシーリングを使用するこ
とが条文で紹介された（図－7）。

3．全室接地極付きコンセントへの展望

今回の改訂では住宅のコンセントの接地極付き化が大幅に強化された。
「義務的事項」、あるいは「勧告的事項」については、迷うことなく接地極
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図－5 200 V用コン
セント

図－6 単相3線配線
により一つのコンセン
トから100 Vと200 V
の電源がとれる

図－7 高荷重･耐熱形
引掛けシーリング



付きコンセントを施設すると思われるが、前記1.（4）の特定機器、特定場
所以外の場所、つまり居間、寝室、子供部屋、廊下、玄関などに施設する
コンセントは「推奨的事項」なので接地極付きとするかどうか迷うと思わ
れる。
しかし、以下の理由から全て接地極付きコンセントをお勧めする。
① 今後、水を使う介護用医療器具が寝室などで使用される機会が多く
なる。これらの機器の殆どは接地極付きプラグである。

② グルメブームにより、居間でIH器具を用いて調理しながら食事する
機会が多くなってきた。また、加湿器、小型の冷蔵庫は寝室でも使用
されつつある。

③ 接地極付きは、感電防止の他に、パソコンをはじめ、プラズマテレ
ビ、オーディオ、DVDレコーダ等マイコン組込みの家電製品をノイ
ズや雷サージなどから保護する機能もある。

④これら家電製品の使用については部屋の限定ができない。
これらの状況と居住者の先取りサービスを考えると、多少のコストアッ

プを承知の上で全室接地極付きコンセントをお勧めする。
しかし、家電製品の電源プラグの接地極付き化については、4 000万～

5 000万戸もあるといわれる既存住宅のコンセントの殆どは接地極なしの
2Pコンセントであることから、一気に接地極付プラグ化を進めるのには
無理があり、しばらくは2極のプラグにアース用リード線付のものとの混
在が続きそうである。この場合、家電製品の電源プ
ラグが接地極付きになると（すでになっているもの
もある。）接地極のない2Pコンセントでは、2Pを3P
に変換するアダプタ（図－8）を使用しない限り使用
できない。このように、部屋によってコンセントが
違うと同じ住宅内で“プラグが入る”“入らない”と
の問題が起こる。
接地極付きコンセントにもいろいろなタイプがあ

るが、どちらのプラグにも対応できるアースターミ
ナル付き接地極付きコンセントをお勧めする（図－
2～5）。
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図－8 接地リード線
は、アース端子などに
つなぎ接地をすること



4．お わ り に

住宅の接地極付きコンセントの強化は、電気保安に関し更に安全な方向
に向かって歩みだしたものであり、家電製品の電源プラグの接地極付き化
と接地極付きコンセントの設置は一体となって推進されなければならな
い。更に既存も含めた住宅の全コンセントの接地極付き化ともなれば、気
の遠くなるような大事業ではあるが、家電製品等の進化に伴う機能保護及
び電気保安の確保を目指し、ユーザ、メーカ、施工者等関係者の勇気と努
力が不可欠である。
社団法人 日本配線器具工業会　技術委員長　高橋秀憲（株式会社 明工社　取締役）
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ビル建設現場の電気工事
（財）電気工事技術講習センター著

B5判・206頁・本体2,500円（税別）

本書は、「電気工事士」の資格をとられ、こ

れから電気工事の実務に就こうとされている

方、及び電気工事関連会社の新人教育用テキス

ト等として最適です。
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